
神 戸 大 学 交 響 楽 団

ォ ー ケ ス トラ 教 室

主 催

7月 16日 (火 三 津 地 区
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愛  媛  県  教  員  組  合
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PROGRAM

楽 器 紹 介

ルスランとルドミラ序由

エグモント序曲

セヴイラの理髪師序曲

フルート協奏由第二番二長調

ピアノ協奏曲第二番ハ短調

交響曲第五番ハ短調 「運命」

交響曲第八番口短調 「未完成」

交響曲ハ長調 「おもちゃJ

舞踊組曲 「白鳥の湖」

舞踊組曲 「フアゥスト」

円舞曲 「皇帝」

円舞曲 「青きドナウ」

円舞曲 「金と銀」

′ヽンガリア舞曲第五番
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紹 介 ― ― 神 戸 大 学 交
・響 楽 団

l
神戸高商一経済大学一を母胎とし、戦後、総合大学となつた神戸大学でい

ちはやく結成された神戸大学交響楽団は戦前の華やかなオークス トラ活動を

受け継いて本年で結成以来満八年を響えた。学生指標者を伝統とし、二管編

成50数名で、神戸地区唯一のアマチュア交響楽団として広範な活動をつヾけ

注目をひいており、部員一同は技術の向上と同時に、学生らしくということ

と、互いの人格の向上とをめざしている。春秋の定期演奏会、三大学交歓音

楽会、全関西アマチュア交響楽団連盟定期演奏会、卒業演奏会、文化祭、夏

期演奏旅行等々が例年の行事となっている。
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第一ヴアイオリン
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石 田 隆 徳

山葉 ピアノ ・カルガ ン

浅 井 楽 器 株 式 会 離

松 山市 三 番 町 電 話 1565番


